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１．目的・概要

　　ＤＶ継手は排水配管などに広く使用されているが、接着接合部から漏水事故が発生する場合がある。

　透明ＤＶ継手は、この漏水事故の撲滅を目的とした製品で、次の特長を持っている。

　　　　　　　　　　　　　　 （１）施工管理の簡素化

　　　透明ＤＶ継手とカラータフダインブルーの使用で

　　　 　　　接合部の接着確認が目視で容易にできる。

　　 （２）ヒューマンエラーの防止

　　　接着剤の塗り忘れが防止できる。

　　　以下に、クボタシーアイ透明ＤＶ継手の施工要領および施工のポイントを示す。

２．施工要領およびポイント

　（１）接着接合について

　　・接着剤をパイプと継手に塗れば、その表面には厚さ

　　　約0.1mmの膨潤層が形成され、この膨潤層は、挿入を

　　　容易にし、挿入後はからみ合い、接合面を一体溶着

　　　させ、接着剤の乾燥後は、高い水密性をもたらす。

　　・ＤＶ継手は、圧力管用継手に比べ、受口長さを短くし

　　　テーパを緩くしているため、パイプは継手のストッパ

　　　まで確実に挿し込め、段差は生じない。

　（２）接着接合手順（以下の写真はＤＶ継手を使用した手順となっています)

　①パイプに切断線記入 ②パイプの切断

　 　・幅の広いテープなど ・細目の鋸を使用する。

　　を用いて、パイプの ・部分的に切り込まず

　　管軸に対して直角に 　パイプを回しながら

　　記入する。 　切断する。

　③切断面の面取り ④標線の記入

　・切断時に生じたバリ、 ・パイプ挿し口先端から

　　カエリはヤスリなど 　挿し込み長さ(受口長さ)ℓ

　　で取り除く。 　の位置に標線を記入する｡

　・外周には１ｍｍ以上

　　の糸面取りを施す。

　⑤接着接合面の清掃 ⑥接着材の塗布

　・接合部内外面をウエス ・まず受口内面に、次に

　　などで綺麗にする。 　挿し口外面に、薄く均一

　・油などが付着している 　に塗布する。

　　場合は、エタノール ・プラスチック製の刷毛

　　などで必ず拭き取る。 　は溶けるため使用不可
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　⑦接合及び保持

・接合は管軸に合わせ真直ぐ

　一気に標線まで挿し込む。 呼び径

・挿し込み後すぐに力を抜くと、

　抜けるので、押し込み力を

　右表の通り保持する。

3．品種・サイズ

　４．問い合わせ先

クボタシーアイ株式会社　東京本社　設備・プラント営業部　東日本営業第二課　　TEL.（03）5246－7865

クボタシーアイ株式会社　大阪本社　設備・プラント営業部　西日本営業第二課　　TEL.（06）6648－2890
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資　　料

ＤＶ接着接合の標準保持時間

保持時間
夏期３０秒以上
冬期６０秒以上

１５０以下


